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決算セグメント別業績

(単位：百万円)
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セグメント別 売上高・営業利益

 売上高は７期連続、営業利益は９期連続、親会社に帰属する四半期純利益は４期連続の増収増益となった。
 売上、営業利益、経常利益、親会社に帰属する四半期純利益は、過去最高となった。

17/9 18/9 増減額 増減率 17/9 18/9 増減額 増減率

輸 送 事 業 215,088 225,752 10,664 5.0% 8,764 11,178 2,413 27.5%

自 動 車 販 売 事 業 51,405 50,210 ▲ 1,194 ▲2.3% 3,068 2,642 ▲ 425 ▲13.9%

物 品 販 売 事 業 15,031 16,555 1,524 10.1% 298 326 27 9.2%

不 動 産 賃 貸 事 業 797 825 28 3.6% 613 665 52 8.5%

そ の 他 7,883 8,937 1,054 13.4% 488 572 84 17.2%

調 整 額 - - - - ▲ 465 ▲ 619 ▲ 154 -

合 計 290,205 302,282 12,076 4.2% 12,767 14,765 1,997 15.6%

12,932 15,860 2,927 22.6%

8,876 10,487 1,610 18.1%

売上高 営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益
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1.8

+15.6％

注） *西濃運輸１７/９ １８/９

利益創出の主な要因

輸送事業

18.9

１８/９ 業績の概要（４月～９月）
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１０３％ １０７％ １０５％ １０５％前年比

運賃政策について
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輸送事業 単価の営業政策

運賃収受率ＵＰ内訳 契約別荷主数分布

適正運賃未収受荷主分布
（運賃収受率６１．３％未満 全荷主の２４．８％）

（５７．０％⇒６１．３％ １０７．５％の伸長) ※対象：西濃運輸 一般便

１８年タリフへの切替で運賃収受率を上げる。

下期ターゲット １７．４％

・０７年タリフ以前の契約荷主

適正運賃未収受荷主のうち １７．４％

２０２０年３月期のターゲット ８２．３％

・１５年タリフ以前の契約

適正運賃未収受荷主のうち １５．９％

・個建契約

適正運賃未収受荷主のうち ６６．４％

１５年タリフ以前の契約・個建契約で、

平均収受率を割リ込んだ荷主は、

運賃交渉時に１８年タリフに変更する。

■ 運賃収受率が１０７．５％伸長したが、伸びしろは残っている。

（１０年タリフ換算）

運賃収受率目標
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輸送事業 物量の営業政策

物量に関する営業政策

物量推移（前年比）
（％）

105

90

95

85

100

80
18/3 18/9 19/3 20/3

個人宛商品の減少 ３７８ｔ／日

災害影響による減少 １４４ｔ／日

荷主件数（前年比）

抹消

継続

新規

17/9 18/9

100％
93％

100％
78％

15％

ダイヤグラム化による配達精度向上、

東阪間２便体制による安定した輸送力、

ＥＤＩ化・ＷＥＢ商品の導入により

お客様の利便性向上を図り、

新規荷主の獲得、既存荷主からの

シェアアップを行う。

toＢの小口商品で物量を確保する。

 下期計画

前年物量の１００％を確保し、

通期では９９％を目指す。

 ２０２０年３月期計画

２０１９年３月期の物量１００％を

確保する。

■ 個人宛商品の減少・災害影響・荷主数の減少で物量減となった。

6

▲22％
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運行便自社化率
(西濃運輸)
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輸送事業 コストコントロール（用車料）

用車料増加の内訳
(西濃運輸)

用車料のコントロール

77.4% 76.9% 76.5% 76.0%

87.3% 86.8%
85.7%

84.4%

75.0% 74.3% 74.1% 74.1%

70%

75%

80%

85%

90%

17/3 17/9 18/3 18/9

運行便全体

～400km

401～600km

自社戦力

補完

30%

貸切増加

27%

支払単価

アップ

24%

増便

12%

その他

7%

用車料増加の要因と今後の見通しについて

 運行時間短縮と輸送ネットワーク維持をするため、①自社戦力の補完 ②支払単価アップ ③増便をした。

また、堅調な伸びを示す貸切事業が用車料増加の要因となっている。

 今後の見通しとして、協力会社の値上げについては２０１８年９月期において段階的に実施したため、

２０１９年９月期までは前年を上回る予想となっている。
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海外（フィリピン）

自動車販売事業
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地域ナンバー“ワン”への挑戦

 ＳＵＢＩＣ ＧＳ ＡＵＴＯ ＩＮＣ

・ ２０１８年６月期 実績 前年比

販売台数 ４５８台 １０７％

売上高 １，８９６百万円 １３３％

営業利益 ８１百万円 ２１５％

・ 冷凍機の取り付け販売を開始

・ ボディ製造の体制増強

 ユニクラ自工（愛知県）

・ ２０１８年９月期 実績 前年比

売上高 ９３百万円 １０４％

営業利益 １１百万円 １２２％

・ 整備工場改築 １期工事４月完成

２期工事中、１２月完成予定

改築により作業の効率化と

メカニックの採用 ・ 定着促進

 トヨタ事業

・新型車がない中、軽自動車販売に注力

２０１８年９月期 実績 前年比

軽自動車 ８７３台 ２７３％

・ネッツ岐阜 大垣店を新築移転

 日野事業

・車検を中心に整備入庫を促進

保有ビジネスを拡充し、増収増益

２０１８年９月期 実績 前年比

整備収入 ３，７９９百万円 １０３％

・岐阜日野 鈑金塗装工場新設

・外国人技能実習制度(自動車整備）活用

７月からフィリピンより３名の実習生受入

トヨタ・日野事業 自動車整備ネットワーク
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１９/３ セグメント別業績予想

(単位：百万円)
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セグメント別 業績予想

18/3 19/3（予） 増減額 増減率 18/3 19/3（予） 増減額 増減率

輸 送 事 業 443,167 464,000 20,832 4.7% 20,965 24,600 3,634 17.3%

自 動 車 販 売 事 業 103,342 99,000 ▲ 4,342 ▲4.2% 4,922 4,800 ▲ 122 ▲2.5%

物 品 販 売 事 業 31,575 34,400 2,824 8.9% 809 850 40 5.0%

不 動 産 賃 貸 事 業 1,598 1,600 1 0.1% 1,239 1,300 60 4.9%

そ の 他 16,445 17,000 554 3.4% 920 1,000 79 8.6%

調 整 額 - - - - ▲ 978 ▲ 1,050 ▲ 71 -

合 計 596,130 616,000 19,869 3.3% 27,879 31,500 3,620 13.0%

29,120 33,800 4,679 16.1%

20,046 21,000 953 4.8%

売上高 営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益
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バリューアップ チャレンジ２０２０
～成長へのテイクオフ～
２０１７年４月～２０２０年３月

持続的成長の実現

×

国家社会への貢献 ＝ お客様の繁栄

第２次 総合物流商社の完成

～ 現代版 越中富山の薬売り ～

オープン・パブリック・

プラットフォームの構築

お客様が享受できるもの
◆ セールスアップ（販路・商機・商圏拡大） ◆ コストダウン（固定費圧縮、変動費化）
◆ プロフィットアップ（生産性・効率性向上） ◆ バリューアップ（社会的存在意義向上）

中期経営計画
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国内人口の減少

少子高齢化による若年労働力不足

企業の物流コスト削減

都市部への人口集中（地域間格差の拡大）

社会構造、消費、流行の変化

グローバル・ボーダーレス化

現実味を帯びる資源の有限性

環境保護（環境適応対策）

情報通信による産業変革

イノベーション・創出

安全・環境・ＣＳＲ

強みの差別化

日本の社会課題 ： 人口減少は避けられない

国内貨物輸送量の減少

11
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『価値創造』することで日本の社会課題を解決

日本の効率をアップする

安全：Ｇ
◆社会的ロスの削減

・安全教育への取り組み

社会：Ｓ
◆社会的課題の解決

・人口減少

環境：Ｅ
◆社会の環境負荷軽減

・温室効果ガスの削減

・ 既存ビジネスの成長、効率化、業容拡大
・ 新たなビジネスモデルの創出
・ シェアリング、マッチングによる業態変革
・ 作業機能の効率提供による価値の明確化
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 経済産業省の指針
２０２１年 ～ 有人隊列運行事業化計画

２０２２年 ～ 無人隊列運行事業化計画

 労働力不足を補う改革（運び方・働き方）として、

実証実験への参加及び実運送事業者としての

目線から実用化に向けて取り組む

13

ＢｔｏＢ物流の効率化 [連結運行]

輸送事業①

隊列運行ダブル連結トラック

２０１８年３月 ダブル連結トラック運行開始 ２０１８年 ２月 経済産業省・国土交通省が主となった

推進委員会 およびワーキンググループに参加

働き方改革労働力不足 運び方改革

■ 実用化に向けて様々な課題を挙げ、解決に向けて取り組む。



Seino Transportation Co., Ltd.SEINO HOLDINGS Co., Ltd.

路線

チャーター

ＢｔｏＢ物流における盤石なネットワークの構築

全国１ＤＡＹネットワークによるリードタイム短縮

輸送事業②

地域間格差

過疎地域対策

２０１８年３月期

東京～大阪

完全翌日配達

２０１９年３月期

関東圏～関西圏

完全翌日配達

２０２０年３月期

全国

完全翌日配達

ス
テ
ッ
プ

14

■ お客様の要望に合わせたモードを選択する。

全国完全翌日配達へ
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輸送事業③ （ＩＴ効率化①）

配達状況も
わかる！

いち知るバージョンＵＰ

お客様が３６５日２４時間 配達状況確認可能

アクセス件数と入電推移

到着予定日 お届け予定日

配達予定時刻
将来構想

位置情報の可視化による効率化

ＡＩによる自動ルート組み

物量に合わせた人員配置

初めてのコースもナビで効率配達

Ｗｅｂ受取商品状況照会サービス

問い合わせ削減

荷受け準備時間削減

お客様の作業の効率化
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電子サイン ２０１８年１１月１日

ＩＴによるＣＳ、ＥＳの向上

16

輸送事業④ （ＩＴ効率化②）

お客様の作業と当社の業務効率化

23.1％

ＥＤＩ化率の内訳

6.6％

20.9％

16/3 18/9

KM２

30.0％

その他

6.5％

輸送情報交換

27.7％

＋12.9％

＋6.8％

人的ミスの削減

お客様の作業の効率化

 受領書照会サービス提供により、お客様は手間と時間の削減ができる。
従業員は受領印を探す時間やお客様対応が不要となり業務効率がアップ。

 お客様の声を反映させたＫＭ２のバージョンアップを行い、ＥＤＩ化率の
上昇が加速する。

 ＥＤＩ化率１００％を達成することで、ビックデータとしての活用も視野に入れる。

企業間取引のＥＤＩ化率

50.7%
57.0%

65.7% 70.2%
80.0%

90.0%
100.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

16/3 17/3 18/3 18/9 19/3 20/3 21/3

Ｗｅｂ受領書照会サービス
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ロジスティクス①

ロジ・トランス機能の拡大

２０１８年３月期

ロジ・トランス

首都圏＋物流センター

２０１９年３月期

ロジ・トランス

西濃運輸 全国展開

２０２０年３月期

ロジ・トランス

グループ 全国展開

17

ファクトリー機能による効率化、軽減化の提供

社会的効果

効率化・軽減化

担当
店所

セイノーロジ・トランス

Ｂｅｆｏｒｅ
＋ファクトリー モデルケース （組立て・製造）

輸送① 輸送②

部
材
メ
ー
カ
ー

Ａｆｔｅｒ

輸送
一次加工

A社

担当
店所

納品
メーカー様

製造・検査

輸送③

集荷横持ち

トラックターミナル ＋ 物流センター

＋ ファクトリー(製造・検査)

セ
イ
ノ
ー

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

目標

実績

２１,０００百万円

２１,４７９百万円

４５,７００百万円

―

中間 通期

５０,０００百万円

―

通期

売上 ４１,９００百万円

売上 ４０,５５４百万円

通期

ス
テ
ッ
プ

お客様の作業負荷軽減

労働力不足

 人材採用の負荷軽減

 トータルリードタイムの削減

 荷受け・出荷作業の削減

 人材の有効活用

 配送レス（環境対応）

 集配レス（環境対応）

（労働力不足対策）

ユーザー

取引先

ユーザー

取引先

ユーザー

取引先

ユーザー

取引先

ユーザー

取引先
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企業課題解決の提案『風王(かぜおう)』

ロジスティクス②

 ゲームを通じて、商品の保管や配送、
輸出入などの物流課題の解決を提案

 解決知識の提供
 ネット上からご相談窓口へ繋がる

ロジトランス機能

ファクトリー機能

国際物流

システムＳＬＩＭＳ－ＳＰ（見える化）

物流改善を図りたい、知識を得たいという人へ
ゲームを通じて、面白く楽しく学べ、課題解決に直結

18
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農家縮小

農業従事者の高齢化

地方経済の停滞

地球温暖化

国内貨物減少

植物工場事業に進出

新規事業

社会的課題

オープンイノベーション推進

・既成概念にとらわれない
イノベーションの推進

・輸送だけでは無い事業の確立

水耕栽培による植物工場事業

・保有アセットのシェアリング
・高品質／安定生産
・生産から輸送まで一括管理

×

方向性 提供価値

長期ビジョンでの
社会的課題解決

地方創生

農業雇用促進

農福連携

東海西濃運輸 岐阜東濃支店

新ターミナル２階
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お互いの強みを活かし、ドライバー不足を補完

２０１９年３月期
（中間期）

セイノーＨＤ

６８０ 拠点

２６，３７６ 人

２５，５０１ 台

インタンク
１６５ヶ所

インタンク
２１３ヶ所

※  国内輸配送関係のみ
※ インタンク＝自家給油施設
※ ２０１８年９月３０日現在

福山通運

３９３ 拠点

２４，１４８ 人

１６，１２９ 台

２，６７２人
≪ＣＯ２削減≫
１７２．７ トン

２０１７年３月期

（中間期）

１，６７２人

２，０２１人

実運送での
共同運行
１，５６３人

共同運行
７４６人

エコﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
３６３人

２０１８年３月期

（中間期）

５７ヶ所（上期新設４ヶ所）
（エリア８ヶ所、荷主４９ヶ所）

１３９コース（上期新設３０コース）

１４コース（上期新設４コース）

 荷待ち時間削減の取り組み

・意見交換

・エコデリバリーの活用

 土曜日のダイレクト運行

・共同運行による相互乗り入れ

 企業間防災協定

・被災状況の確認

・防災訓練の共同実施

 社会奉仕活動

・クリーン清掃活動

 車両事故防止教育活動

・共同での安全指導（門前での安全督励）

 共同購入・仕入れ・販売

・カタログギフト商品（産地直送品）生産性の向上

ＣＳ・ＥＳ向上

O.P.P 福山通運

20
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阪急阪神ＨＤとの協業

O.P.P 阪急阪神HD （国際）

国内⇔国際の一貫輸送でお客様の手間を削減

21

西濃運輸成田支店

２０１９年６月 一体運用で開業

阪急阪神エクスプレス入居
西濃運輸トラックターミナル

セイノーの国内ネットワーク/ロジトランス機能と

阪急阪神のグローバルネットワークが融合

２０１８年４月
資本業務提携
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BtoBフルモード輸送の推進

２０１８年３月期

関東・中部・関西圏の

主要都市部で展開

２０１９年３月期

４７都道府県での展開

２０２０年３月期

ＡＳＥＡＮとのネットワーク

コールドチェーン

ス
テ
ッ
プ

コールドチェーンネットワークの構築

流通加工を行う保管施設と
効率的な輸送網

最適なロジスティクス機能の
提供

関東運輸 狭山物流センター

２０１８年９月３０日 竣工

蓮田市

仙台市

高槻市
小牧市

佐波郡玉村町

四日市市

厚木市
大阪市

フレッシュライナー便

狭山市

戸田市

川崎市

市川市

人口減少

（カンガルーコールド便）

少子高齢化 食の外部化

単身世代の増加
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コミュニティ・コンシェルジュの展開

２０１８年３月期

政令指定都市での展開

２０１９年３月期

地方都市部での展開

２０２０年３月期

多言語対応による
アジア展開

お買い物サービス

ス
テ
ッ
プ

御用聞き、お届けサービス

23

ハーティストによる買い物弱者
(高齢者、有職女性、障がい者）対策

ネットワークの確立

ハーティスト（女性
中心）によるお届け

ネットコンビニの展開 移動販売車の食品販売

買い物弱者

高齢者を救う
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物品販売

24

メーカーとバイヤーをつなぐ「企画商社」

２０１８年３月期

メーカーの

商品開発 支援

２０１９年３月期

Ｅコマース

販売チャンネルの充実

２０２０年３月期

国内でのサービスを

海外へ

買いたくなる商品づくり、販路拡大

目標

実績

５,４００百万円

５,５２０百万円

１１,１００百万円

―

中間 通期

１１,７００百万円

―

通期

売上 １０,５００百万円

売上 １０,８００百万円

通期

高齢化社会

業務用家庭紙

 業務用家庭紙販売関連事業
・「頑張らない介護」をテーマに介護従事者と

意見交換会を実施
・夜用紙おむつや、ベット使用の滑り止め防水
シーツを共同開発し提供

ネット通販

 ネット通販関連事業
・ふるさと納税返礼品商品の取り扱い拡大
・ お客様サイトへの商品提供及び、お客様サイトの

運営請負（コールセンター窓口等）により業容を拡大

通信ビジネス

 携帯電話販売関連事業
・出先での出退勤管理や画像による作業完了

報告等、スマートフォンやタブレットと業務
効率向上アプリを連動させて提供

１７/９ １８/９

５,５２０
５,１８４

３,５４４ ３,８４７

２０９ ２７９

１,４３１ １,３９４

（百万円）

ス
テ
ッ
プ
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情報販売

25

デマンド・チェーン・マネージメント・ソリューションパートナー

２０１８年３月期

お客様上流工程

ソリューション拡大

２０１９年３月期

ビッグデータ分析で

お客様支援

２０２０年３月期

ＤＣＭ

ソリューションパートナー

ス
テ
ッ
プ

在庫削減ソリューション

お客様の物流業務の効率化によるお客様の生産性アップや作業軽減に貢献

・上流コンサルへのシフト
要員数目標：１１０名 実績：１１０名

・オフショアの拡大・・内製化比率低減
内製化比率目標：３０％ 実績：２７％

 物流コンサルティング
コンサルタントがお客様の経営環境を正しく分析のうえ課
題を明確化し、ＩＴを効果的に活用した解決策を提供
することで、お客様の労働力不足に対応

 物流業務アウトソーシング
マネジメントセンターがお客様業務の前工程・後工程を
BRAIS（Bigdata Robot AI IoT Sharing）も活用して
効率化することで、お客様の労働力不足に対応

目標

実績

５５０百万円

５９４百万円

１，１００百万円

―

中間 通期

２，０００百万円

―

通期

増収 ６００百万円

増収 ３４０百万円

通期

お客様の生産性アップ

お客様の作業軽減

２０１８年９月期
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人的資源確保・人材価値向上と、労働人口減少下における価値提供

26

人材戦略

採用戦略

定着戦略

２０１８年３月期

多様な人材受け入れ

環境構築

２０１９年３月期

プラスα目線をもった

人材育成

２０２０年３月期

自発行動できる

人材育成

ス
テ
ッ
プ

夢と希望と誇りを感じられる企業を目指す

 ＥＳ向上（価値提供）
・独身寮の新規購入と大規模改修～９月入居開始

・選択制確定拠出年金制度（ＤＣ）導入

（２０１９年４月より導入開始）

・多様な働き方の実施

（時間帯社員、女性、高齢者採用・定年延長）

・ライフステージに合った就業制度の検討

（時短勤務、育児・介護への対応）

 人材価値向上

・人事制度とリンクした職種別、階層別、経験
年齢別での研修制度の充実

・Ｗｅｂ通信教育と動画等による学習コンテンツを
使った教育

 人的資源確保

・高卒新卒採用拡大と育成・定着

（昨年度：３大都市圏中心１４５名

→本年度：３大都市圏＋全国地方都市へ２０９名）

・外国人採用

・運転免許取得促進

（大型免許、中型免許、準中型免許、牽引）

（ＡＴ限定解除）

成 長 と 貢 献

創力発揮意識改革

生産性向上を意識した環境づくり
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２０１８年３月期

西濃運輸

ＣＲＥ戦略展開

２０１９年３月期

輸送グループ

ＣＲＥ戦略展開

２０２０年３月期

グループ全体

ＣＲＥ戦略展開

ＣＲＥ戦略に基づく不動産の取得と活用

不動産戦略

 輸送ネットワーク強化の推進

○大都市圏の再編成（既存土地の有効活用）

○首都圏、名古屋⇒『ローテーションによる物流施設再構築』

○計画中

・ＳＴＣ首都圏 ８拠点 新規（２）、建替（３）、補強・補修（３）

・ＳＴＣ名古屋 ４拠点 建替（３）、補強・補修（１）

・その他 京都・岡山 他 計画中

○『グループ間協業、他業種との協業』を検討中

 遊休・低利用不動産の売却または高収益化への転換

○賃貸中物件の見直し、遊休不動産の賃貸および売却

・ＳＴＣ旧東京支店（１９年９月）、ＳＳＸ野火止（１８年１２月）売却

・都内３ヶ所、低利用不動産の高収益化を企画中

土地の有効活用

 物流拠点開発および土地取得

○建替え移転
・ＳＴＣ新静岡支店 （１８年５月竣工）

○新築移転（旧施設は賃借物件）

・ＳＳＸ青森営業所 （１８年８月竣工）

○土地取得

・ＳＴＣ大森支店隣地 （１８年６月売買契約）

 跡地・遊休・低利用不動産の売却および高収益化

○売却

・旧静岡支店土地・建物を売却 （１８年６月引渡し)  

○高収益化

・旧静岡西営業所跡地を賃貸 （１８年７月賃貸契約）

～ 上期の振り返り ～ ～下期の取り組み～

ス
テ
ッ
プ
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鉄道・船へのモーダルシフト

輸送事業⑤

２０３０年 日本の温室効果ガス削減目標 △２６％ (２０１３年比)

走行距離６００ｋｍ以上の運行便を

鉄道・フェリーにモーダルシフト

ＣＯ２の削減

労働力不足

２０１８年５月から

ＣＯ₂削減量：１３，９６０トン／年
年間排出量の１０％相当

大阪府：吹田貨物ターミナル駅 ⇔ 宮城県：仙台港駅間で運行開始

２０１８年７月から

清水港⇒大分港へ

カンガルーライナーＳＳ６０号を運行開始 フェリーによる運行開始
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輸送事業⑥

29

館内物流の広域化とＢＣ（ビジネスセンター）との融合

２０１８年３月期

東京・名古屋の

案件開発

２０１９年３月期

大阪へ拡大

館内物流とＢＣを融合

２０２０年３月期

街区一帯での

スマートシティ実現

ＢＣ拠点拡大と館内物流の事業拡大

街区一帯でのスマートシティ

社会的効果

 交通渋滞の緩和、環境負荷低減 （CO2排出量低減）

 省人化対策・ドライバー不足への対応
（女性の雇用促進・自動搬送機器導入検討）

 歩行者等、周辺交通の安全確保

スマートシティ

 環境に配慮しながら経済発展を目指す都市構想

 東京・名古屋・大阪での、ＢＣ・館内物流・集配トラックの一体運用

 街区一帯での効率的な物流サービスを実現

ＣＯ２の削減

労働力不足

国内初の総合効率計画の認定（国土交通省）

ス
テ
ッ
プ
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安全 (トラックドライバーコンテスト)

ドラコン手法による安全意識の高揚

30

関係法令及び車両構造等に係る専門的な知識を習得

高度な運転技能の向上

点検技術、運転技能の更なる向上

全国ドライバーコンテスト

業界２位

２０１８年１０月 出場者

２４名
（全出場者の１６％）
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ドライバーの採用強化と交通安全貢献

西濃自動車学校 （岐阜県海津市）

運転免許の取得サポート

資格取得講習

・運転適性診断、フォークリフト資格取得、
運行管理者講習

統一した安全指導

・ＳＤ、路線乗務社員、タクシードライバーを対象にした
安全教習、実地訓練、車両構造教習、整備教習

・トラックドライバーコンテストに備えた学科、教習、演習
・安全インストラクターの養成と育成

地域への交通安全教育

雇用創出

・女性教習指導員、高齢者教習指導員、
障がい者の積極採用

・児童、年少者向け交通安全教室
・自治体、企業への安全運転講習
・高齢者講習

・大型車、中型車、準中型車、普通二種
・普通車、普通車ＡＴ限定解除

31

安全（Ｍ＆Ａ）
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お問合せ先

セイノーホールディングス株式会社

財 務 Ｉ Ｒ 部

〒503-8501  岐阜県大垣市田口町１番地

TEL：0584-82-5023 FAX：0584-82-5045

http://www.seino.co.jp/seino/shd/

E-mail：i.r@seino.co.jp

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



２０１９年３月期第２四半期　決算説明会補足資料

業  績  概  要

２０１８年１１月１６日

セイノーホールディングス株式会社



１．　主要な経営指標等の推移

決 算 期 単位 ２０１６年９月期 ２０１７年３月期 ２０１７年９月期 ２０１８年３月期 ２０１８年９月期

売 上 高 百万円

275,921 567,539 290,205 596,130 302,282

営 業 利 益 百万円

12,526 27,116 12,767 27,879 14,765

営 業 利 益 率 ％

4.5 4.8 4.4 4.7 4.9

経 常 利 益 百万円

13,417 28,909 12,932 29,120 15,860

経 常 利 益 率 ％

4.9 5.1 4.5 4.9 5.2

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 百万円

8,498 18,206 8,876 20,046 10,487

自 己 資 本 利 益 率 （ ROE ） ％

- 4.9 - 5.2 -

純 資 産 額 百万円

374,127 381,299 390,309 405,739 420,396

総 資 産 額 百万円

576,181 594,263 607,567 629,063 639,086

自 己 資 本 比 率 ％

63.9 63.1 63.2 63.4 64.7

総 資 産 経 常 利 益 率 ( ROA ) ％

- 4.9 - 4.8 -

1 株 当 た り 純 資 産 額 （ BPS ） 円

1,865.64 1,912.12 1,954.17 1,998.90 2,029.77

有 利 子 負 債 対 自 己 資 本 比 率 ％

4.9 5.1 4.9 4.9 4.8

株 価 純 資 産 倍 率 （ PBR ） 倍

0.57 0.65 0.81 0.98 0.85

1 株 あ た り 当 期 純 利 益 （ EPS ） 円

42.87 92.09 45.20 101.88 52.15

株 価 収 益 率 （ PER ） 倍

- 13.6 - 19.2 -

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

14,205 34,871 19,616 41,286 22,455

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

3,375 △ 17,840 △ 8,895 △ 26,271 △ 15,606

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

△ 5,391 △ 8,483 △ 3,964 △ 7,180 △ 4,320

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 百万円

75,974 72,365 79,121 80,214 82,695

従 業 員 数 名

27,748 27,627 27,953 28,006 28,379
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２．　決算概要推移

（単位：百万円、％）

275,921 100.0 5,970 2.2 290,205 100.0 14,284 5.2 302,282 100.0 12,076 4.2

輸 送 事 業

206,041 74.7 3,938 1.9 215,088 74.1 9,047 4.4 225,752 74.7 10,664 5.0

自 動 車 販 売 事 業

49,211 17.8 3,459 7.6 51,405 17.7 2,194 4.5 50,210 16.6 △ 1,194 △ 2.3

物 品 販 売 事 業

12,965 4.7 △ 1,348 △ 9.4 15,031 5.2 2,066 15.9 16,555 5.5 1,524 10.1

不 動 産 賃 貸 事 業

753 0.3 6 0.9 797 0.3 43 5.8 825 0.3 28 3.6

そ の 他

6,950 2.5 △ 84 △ 1.2 7,883 2.7 932 13.4 8,937 2.9 1,054 13.4

263,395 95.5 4,745 1.8 277,437 95.6 14,042 5.3 287,516 95.1 10,078 3.6

人 件 費

96,549 35.0 2,547 2.7 99,320 34.2 2,771 2.9 102,791 34.0 3,470 3.5

燃 料 費

6,449 2.3 △ 1,098 △ 14.6 7,263 2.5 813 12.6 8,610 2.8 1,347 18.5

減 価 償 却 費

8,192 3.0 616 8.1 8,411 2.9 219 2.7 8,955 3.0 543 6.5

傭車料・取扱手数料

外 注 費

76,939 27.9 935 1.2 81,745 28.2 4,806 6.2 85,241 28.2 3,495 4.3

通 行 料

3,990 1.4 158 4.1 3,998 1.4 8 0.2 3,994 1.3 △ 3 △ 0.1

そ の 他

71,274 25.8 1,586 2.3 76,697 26.4 5,423 7.6 77,923 25.8 1,226 1.6

12,526 4.5 1,224 10.8 12,767 4.4 241 1.9 14,765 4.9 1,997 15.6

1,059 0.4 △ 177 △ 14.3 977 0.3 △ 81 △ 7.7 1,257 0.4 279 28.6

168 0.1 △ 46 △ 21.7 812 0.3 644 382.4 162 0.1 △ 649 △ 80.0

13,417 4.9 1,094 8.9 12,932 4.5 △ 484 △ 3.6 15,860 5.2 2,927 22.6

２０１８年９月期

金額 構成比 前年増減額 増減率金額 構成比 前年増減額

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

増減率

売 上 高

営 業 費 用

金額 構成比 前年増減額 増減率

２０１６年９月期 ２０１７年９月期

科 目
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３．　セグメント別営業費用比較

人 件 費 86,433 2,299 2.7 88,757 2,323 2.7 91,814 3,056 3.4

燃 料 費 6,311 △ 1,065 △ 14.4 7,101 790 12.5 8,434 1,332 18.8

減 価 償 却 費 7,270 582 8.7 7,418 148 2.0 8,016 597 8.1

傭車料・ 取 扱手 数料

外 注 費

76,939 935 1.2 81,745 4,806 6.2 85,241 3,495 4.3

通 行 料 3,990 158 4.1 3,998 8 0.2 3,994 △ 3 △ 0.1

そ の 他 17,521 279 1.6 18,268 747 4.3 18,145 △ 123 △ 0.7

198,466 3,189 1.6 207,291 8,825 4.4 215,646 8,354 4.0

人 件 費 6,339 244 4.0 6,371 31 0.5 6,270 △ 100 △ 1.6

燃 料 費 99 △ 16 △ 13.9 103 4 4.1 117 13 13.2

減 価 償 却 費 869 10 1.3 923 53 6.2 814 △ 108 △ 11.8

そ の 他 44,020 3,156 7.7 46,347 2,326 5.3 47,121 773 1.7

51,329 3,395 7.1 53,745 2,416 4.7 54,323 577 1.1

人 件 費 698 △ 2 △ 0.4 728 30 4.4 706 △ 22 △ 3.0

燃 料 費 2 △ 0 △ 18.7 2 △ 0 10.2 3 △ 0 10.8

減 価 償 却 費 20 2 14.0 20 0 △ 2.5 23 3 16.3

そ の 他 20,952 △ 2,589 △ 11.0 23,492 2,540 12.1 26,058 2,566 10.9

21,674 △ 2,590 △ 10.7 24,244 2,570 11.9 26,792 2,547 10.5

減 価 償 却 費 25 9 63.1 26 1 5.2 41 15 57.2

そ の 他 90 1 1.3 157 66 73.3 118 △ 39 △ 24.8

116 10 10.4 184 67 58.5 160 △ 23 △ 12.9

人 件 費 3,559 △ 0 △ 0.0 3,903 344 9.7 4,203 299 7.7

燃 料 費 35 △ 15 △ 30.8 54 18 52.0 54 0 0.7

減 価 償 却 費 172 18 11.8 191 18 11.0 242 50 26.4

そ の 他 7,593 520 7.4 10,707 3,114 41.0 12,862 2,155 20.1

11,360 522 4.8 14,856 3,496 30.8 17,362 2,505 16.9

人 件 費 △ 481 6 - △ 439 41 - △ 203 236 -

減 価 償 却 費 △ 165 △ 7 - △ 168 △ 2 - △ 182 △ 13 -

そ の 他 △ 18,904 218 - △ 22,276 △ 3,372 - △ 26,382 △ 4,106 -

△ 19,551 217 - △ 22,884 △ 3,332 - △ 26,768 △ 3,883 -

人 件 費 96,549 2,547 2.7 99,320 2,771 2.9 102,791 3,470 3.5

燃 料 費 6,449 △ 1,098 △ 14.6 7,263 813 12.6 8,610 1,347 18.5

減 価 償 却 費 8,192 616 8.1 8,411 219 2.7 8,955 543 6.5

傭車料・ 取 扱手 数料

外 注 費

76,939 935 1.2 81,745 4,806 6.2 85,241 3,495 4.3

通 行 料 3,990 158 4.1 3,998 8 0.2 3,994 △ 3 △ 0.1

そ の 他 71,274 1,586 2.3 76,697 5,423 7.6 77,923 1,226 1.6

263,395 4,745 1.8 277,437 14,042 5.3 287,516 10,078 3.6

（単位：百万円、％）

２０１８年９月期

金額 前年増減額 増減率

合 計

そ の 他

小 計

調 整 額

小 計

営 業 費 用 合 計

自 動 車 販 売

小 計

物 品 販 売

小 計

不 動 産 賃 貸

小 計

輸 送 事 業

小 計

営業費用

２０１６年９月期 ２０１７年９月期

増減率 金額 前年増減額 増減率金額 前年増減額
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４．従業員の推移

（単位：名、％）

1,744 34 2.0 1,777 33 1.9 1,826 49 2.8

乗 務 社 員 16,632 31 0.2 16,623 △ 9 △0.1 16,766 143 0.9

非 乗 務 社 員 6,504 265 4.2 6,597 93 1.4 6,768 171 2.6

非 管 理 職 計 23,136 296 1.3 23,220 84 0.4 23,534 314 1.4

24,880 330 1.3 24,997 117 0.5 25,360 363 1.5

368 2 0.5 379 11 3.0 381 2 0.5

1,483 46 3.2 1,498 15 1.0 1,528 30 2.0

1,851 48 2.7 1,877 26 1.4 1,909 32 1.7

44 △ 2 △4.3 50 6 13.6 51 1 2.0

165 2 1.2 159 △ 6 △3.6 151 △ 8 △5.0

209 0 0.0 209 0 0.0 202 △ 7 △3.3

179 6 3.5 191 12 6.7 212 21 11.0

629 △ 11 △1.7 679 50 7.9 696 17 2.5

808 △ 5 △0.6 870 62 7.7 908 38 4.4

2,335 40 1.7 2,397 62 2.7 2,470 73 3.0

25,413 333 1.3 25,556 143 0.6 25,909 353 1.4

27,748 373 1.4 27,953 205 0.7 28,379 426 1.5

２０１８年９月期

前年対比

増減 増減率

２０１８年９月期

前年対比

増減 増減率

２０１８年９月期

前年対比

増減 増減率

２０１８年９月期

前年対比

増減 増減率

２０１８年９月期

前年対比

増減 増減率

増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

合　　　　計

２０１６年９月期

前年対比

２０１７年９月期

前年対比

増減 増減率

合　　　　計

増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

２０１６年９月期

前年対比

２０１７年９月期

前年対比

増減

増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

そ　の　他

２０１６年９月期

前年対比

２０１７年９月期

前年対比

増減 増減率

物品販売事業

増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

２０１６年９月期

前年対比

２０１７年９月期

前年対比

増減

増減 増減率

管 理 職

非

管

理

職

計

自動車販売事業

２０１６年９月期

前年対比

２０１７年９月期

前年対比

増減 増減率

輸送事業
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５．車両の状況

保有営業車両の状況　（輸送事業）

（単位：台）

台数 対前年比 台数 対前年比 台数 対前年比

6,489 △ 131 6,525 36 6,604 79

ヘッド 327 37 329 2 324 △ 5

シャーシ 457 △ 6 454 △ 3 441 △ 13

中型車 11,766 80 11,766 0 11,738 △ 28

小型車 1,460 14 1,489 29 1,524 35

軽自動車 618 111 650 32 894 244

その他 3,097 35 3,120 23 3,202 82

合計 24,214 140 24,333 119 24,727 394

大型車

２０１８年９月期
区分

２０１６年９月期 ２０１７年９月期
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